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1. はじめに 

（1）背景 

福岡市を流れる 2 級河川樋井川の沿川地域では、
2009 年の豪雨により中下流域で氾濫が発生し、家屋が
浸水するなどの被害を被った。これを受けて、福岡県
は床上浸水対策特別緊急事業の河川改修を行った。し
かし 2009 年の樋井川の氾濫は都市型水害である。市
⺠協働で多様な流出抑制を行うことが本質的な対策で
ある。このための市⺠協働を促すプラットフォームと
して、水害から 3 か⽉後に「樋井川治水市⺠会議」が
発足した。さらに 2016 年には、より日常的な取り組
みとして流出抑制を実施するコミュニティとして「ミ
ズベリング樋井川」が設立された。 

ところで、地域コミュニティの形成と都市の形との
相互作用を考えるのに、エコロジカル・デモクラシー
というデザイン思想がある¹⁾。これは米国のランドス
ケープ・アーキテクトである R.へスターが実践を通し
て見出した都市の 3 つの形態と 15 の原則から成るも
のである。 

都市型水害対策には、水循環の健全化とコミュニテ
ィの再生とが不可欠であり、そのための方法を考え、
実践する必要がある。                                             
（2）目的 
 そこで本研究では、エコロジカル・デモクラシーの
視点から「ミズベリング樋井川」の活動の評価を行い、
今後の活動について考察することを目的とする。 
2. 方法 

（1）エコロジカル・デモクラシーの 3 つの形態と 15 の

原則 

 エコロジカル・デモクラシーは、「可能にする形態」、
「回復する形態」、および「推進する形態」という、そ
れぞれ人間の居住に関する 3 つの形態を扱い、それら
には 15 のデザイン原則が含まれる（表-1） 
 15 の原則は、地方、都市、町から、街区、曲がり角、
庭、住宅に至る様々なスケールのランドスケープのデ
ザインを実践するための命題を構成している¹⁾。 
 

 

表-1 エコロジカル・デモクラシーの 3 つの形態と 15 の原則 

 15 の原則の中で最も重要なのは「聖性」である。表
-1 の⻩⾊で⽰されている 4 つの原則は、聖性に深く関
わる原則で、それぞれの結びつきも強い。この 4 つの
原則は、コミュニティ生活の本質ともいえる¹⁾。 
（2）研究の方法 

ミズベリング樋井川は、主に九州の大学と市⺠の協
働を促す「あまみず社会研究会」のアウトリーチ活動
と位置づけられ、水循環の健全化とコミュニティの再
生に取り組むプラットフォームである²⁾。そこには「ミ
ズベリング樋井川会議」、「学習会」および「樋井川さ
んぽ」というような活動が含まれる。著者らはそれら
の参与観察を行い、記録をとっている。これをエコロ
ジカル・デモクラシーの 15 原則の視点から見て活動
の位置づけを行い、その課題について考察したい。そ
のためにまず聖性および関連する 4 つの原則との対応
を検討する。つづいて他の原則について考察を行う。 
3. 結果 

（1）ミズベリング樋井川の変遷 

ミズベリング樋井川会議は 2016 年 4 ⽉から 2020 年
12 ⽉までに 43 回行われている。参加人数は 10〜30
名である（図-1）。毎年 7 ⽉ 7 日の「水辺で乾杯」に加
え、会議前に川遊びや川掃除を行う「樋井川さんぽ」
を実施し、川をより身近に感じられる活動が含まれる
よう工夫をしている²⁾。 

毎回の会議の中の「学習会」では、2020 年は、ため
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池、地区防災計画、身近にある生物多様性など様々な
分野の内容で専門家による講演が行われ、意見の交換
と協働のための連携が行われている。なおその拠点と
なる施設は⺠間の“公⺠館”ともいうべき「樋井川テラ
ス」²⁾である。 

図-1 ミズベリング樋井川会議の参加者の推移 

（2）エコロジカル・デモクラシーの原則から見たミズベ

リング樋井川の活動の位置づけ 

 a)ミズベリング樋井川と聖性および密接な 4 つの原

則 

樋井川流域の「聖性」は水循環で表象されると解釈
できる。水循環は、流域を限定し、重層する歴史をは
ぐくみ、沿川にコミュニティの結節点を生み出す。ま
た、流域を超えた外との連携を誘導し、大自然・命そ
のものの営みにも連なることを教えるからである。「中
心性―センター」は樋井川テラスと雨庭憩いセンター
が代表する。これらはまた上記の沿川のコミュニティ
活動の拠点となる場所である。「つながり」は全国のミ
ズベリング²⁾との連携と、同じ拠点で異なる活動をす
る団体や新規の参加者と既存の参加者が活動を共有す
ることで表現される。「特別さ」は樋井川の歴史・地理・
文化を知ることで生み出されつつある。災害の履歴と
「樋井川村」の記録や、残存する古地図や地名を、流
域に新しく住み始めた人々と再発見することで育まれ
ている。「都市の範囲を限定する」は樋井川の流域界で
ある。この流域は約 29.2 ㎢で福岡市域に納まる。上流
域が油山の緑・市街化調整区域で限定されている。コ
ンパクトで全体像を把握しやすい構造である。 

以上の原則と連関を流域住⺠・関係者の間で自覚的
に共有する機会を増やすことで、エコロジカル・デモ
クラシー的な社会が持続・発展するであろうと考えら
れる。 
b)ミズベリング樋井川に見られるその他の原則 

  図-2 と表-2 は、をエコロジカル・デモクラシーの
視点から見たミズベリング樋井川の活動を、さらに全
体の連関を踏まえて表すものである。 

図-2 ミズベリング樋井川の活動の位置づけ 
表-2 ミズベリング樋井川の活動と関連する原則 

 「科学に住まうこと」は樋井川テラス（「センター」）
での「学習会」で充足している。その内容は樋井川の
自然をまず体験し、「自然に生きること」を感覚した上
での理解を助ける。「樋井川さんぽ」の川掃除は、老若
男女が一緒になって水と自然に触れ、川の汚れを認識
し、改善を自分たちで行うことで、「お互いに奉仕する
こと」の実践となる。「センター」での「ミズベリング
樋井川会議」によって、川と水の大切さを常に確認し、
過去と現状と将来を見通すことで、「日常にある未来」
に気付き合うのである。  
4. おわりに 

 ミズベリング樋井川には、コミュニティ生活の本質と
もいえる聖性および密接な 4 つの原則が含まれている。
これを自覚的に共有する機会を増やすことで、エコロ
ジカル・デモクラシー的な社会が持続・発展すると考
えられる。また、活動に関係するさらに 4 つの原則が、
活動の現状と将来を考えることを促していることが確
認される。 

今後、この構造がどのように持続または変化するか
について、引き続き追跡することが重要である。 
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